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〔海外だより〕 ルーマ二アでの第 5回国際組織細胞
化学会に出席して
去る 8月29日から 9月3日までルーマニアの首都プ
カレストで第5回国際組織細胞化学会が関かれ，出席す
る機会を得たので，学会の模様，ルーマニアの印象など
少々お報せしようと思う。この学会は 3年に一度開か
れ，第 3回目はニューヨーグ，前回は京都で聞かれた。
組織化学的手法が最近では電子顕微鏡レベルで、応用され
るようになり，それに伴って，微細構造レベルで細胞内
小器官を構成する化学成分を明らかにするために，免疫
組織化学あるいは X線微量分析法などの新たな分野が
開拓されるに至り，組織化学という分野が，最近非常に
広い分野の研究者の関心を引くところとなってきてい
る。それを反映してか，会議の出席者もほぼ 2千人位に
達し，共産圏で開かれたにも拘らず大変盛況であった。
ちょうどこの学会の直後にアメリカのポストシで第 i回
細胞生物学会が開催されたため，日本の解剖学関係の研
究者は多くがそちらに出席し，ル}マニアの学会に出席
したのは各分野の人を合わせて 40人程度であった。プロ
グラムは特別講演の他に，シンポジウムが 10題組まれ，
その他に独立したシジポジウムがー題に一般演題となっ
ていたが，組織化学関係のみならず関連分野の著名な研
究者が多数招かれていて主催者側が非常に意欲的に学会
開催の準備にたずさわってきた事が伺われた。特別講演
を行ったのは，有名な“Histochemistry" という木を
書いている A.G.E.Pearseであった。この Pearseの
本は，組織化学をやる者にとっては欠く事の出来ない本
で，私も今まで幾度となく参考にしてきた木なので，こ
の講演を大変楽しみにしていた。 Pearse博士はネグタ
イなしの気楽な服装で， r私のような “old scientist" 
を招いていただいて」というような言葉で講演を始め，
聴衆が思わず笑いにひき込まれたが，とてもそうとは思
えない若々しい風貌で組織化学をその梨明期から最新の
トピッグまでわかり易く話され，印象的であった。
次に，シンポジウムの主な主題を拾うと， (υ1) 1匂ys叩0-
s叩omeに関して;(2幻)3 同 泊 胞包イ化ト一3/diaminobenzidineの京細田1七
学;パ(3 め)ホルモシと酵素のめ)細胞膜の免疫組織化学;(4
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免疫組織化学;(5)神経伝達物質の組織化学;(6)オ}
トラジオグラブィーの最近の進歩;(7)電子顕微鏡によ
るイオンの検出-x線微量分析法などである。 この他
に独立して，平滑筋に関するシンポジウムが聞かれた。
会場が 8会場に分かれ，いくつかの興味あるテーマが重
なっていた事と，初めての外国旅行で少々注意が足りず
おそらく水のせいと思われるが 400C近い高熱と腹痛を
起こしてしまい，丸 2日位余儀なくホテルに足止めにな
ったために，聴きたい演題をいくつも聴けずじまいだっ
たのは大変残念である。興味ある話題をいくつか紹介
すると， 1ysosomeに関してのシンポジウムで、は，白血
球中の頼粒について，その中に含まれる酵素とその機能
についての講演があった。極くおおざっぱに言えば，好
中球は azurophi1icgranu1eとspecificgranu1eを持
ち， azurophilic granu1eは primarylysosomeの特
別の形だが， specific granu1eの機能については，従来
不明であった。この報告によれば， specific granuleは 
a1ka1i phosphatase，lactoferrin，1ysozyme などを含
む。微生物の侵入に際しては，まず specificgranu1eが
その内容物を微生物をとり込んだ vacuo1e中に放出し，
次に azurophilicgranuleがその酵素を放出し，微生
物を消化するという。酸好性白血球は， 1ysosomeの酵
素， peroxidaseなどを含み，機能はよくわからないが 
IgEを含む antigen-antibodyprecipitateに特に集ま
るという。 I昆基好性白血球の頼粒は， histamine， 
heparineなどを含む。 monocyteは，骨髄中で形成さ
れ，中に peroxidase，acid phosphataseなどを含む頼粒
を持つが，この頼栓は， monocyteが組織に浸潤すると
すぐ放出され，しばらくするとより大きい macrophage
に変り，再び， small Go1gi vesicle 中に lysosoma1 
enzymeを持つようになるという。
細胞j撲の免疫組織化学に関しては，最近急速に発達し
てきた免疫電子顕微鏡的手法，即ち，ある蛋白の抗体を
作り，その抗体を peroxidaseなどでラベルしでもとの
蛋白の細胞内の局在性を知る方法であるが，これを利用 
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して，細胞膜，あるいは細胞内J英系について，ある酵素
がその膜のどとにあり，どのようにその機能と関連して 
turn overをしているかというような，分子レベノレで、の 
JI日の構造と機能との関連についての問題が， JI号の brush 
borderのJl見， あるいはリンパ球のJl英などの実験結果を
モデルとして論じられた。また，電子顕微鏡によるイオ
シ検出の会場では，やはり最近急速に発展した，電子顕
微鏡上で元素の特性X線を利用して，そこに存在する元
素の種類を同定する X線微量分析法について，その種々
の応用例，あるいは問題点が検討された。
独立して関かれた平滑筋に関するシンポジウムは，今
回の学会の主催教室であるプカレストの組織細胞学教室
の Dr.Popescuが，平滑筋について研究をしてきてい
るためにこの企画をしたもので，骨格筋に較べ，その収
縮の機構あるいは興奮収納述関の問題など研究がはるか
に遅れている平滑筋について，生理，生化，形態学の研
究者を集め，もう一度基木的なJえから検討しi直そうとい
う目的で閃かれた。私も，この 4，5年，今帝京大の杉
教授と無脊椎動物の平滑筋のカルシウムを細胞化学的に
検出する事について研究してきたため，出席する事にな
ったわけである。出席者は，形態学者よりはむしろ生化
学者や生理学者が多く，座長は有名なイギリスの女性の
生理学者， Dr. Bulbringであった。形態関係では，筋
収縮のひき金となるカルシウムが，細胞のどこに局在
し，どのように興奮収縮連関に関与しているかという
問題， また平滑筋特有の構造である細胞膜の多数の 
caveolaeの機能などが問題になった。平滑筋の場合，
筋小胞体の発j主が骨格筋に較べて悪いので，カルシウム
が筋ノl"R包体以外にどこかになければならない。細胞化学
的にこのカルシウムの貯蔵部位は，筋小JI包体， ミ卜コン
ドリア，細胞膜であることが一致して示されたが，その
うちどこが一義的に働いているかに関しては意見が分か
れた。 caveolaeの機能に関しては，カルシウムの ex-
trusion pumpあるいはイオンの transportとの関係
を示す実験結果が発表された。その他，生理，生化学関
係では，平滑筋で，骨絡筋における troponinCと類似
の蛋白が分離出来たという報告， ATPによって促進さ
れるカルシウム結合能を示す小胞及びミトコシドリアを
分離し，その蛋白を分析した結果など、が報告された。そ
の他平滑筋の収縮機構に関する諸問題について活発な議
論がされたが，私としては何よりもまず，自分の英語力
のtH¥さを身にしみて感じさせられた事であった。
さて，学会はルーマニアで最もモダYなホテルで、閃か
れ，班、j主r:1ンド人 iJ~滞在したのも最もモダンなうちに属す
日:保子
るホテルだったのだが，それで・さえも英語はほとんど通
じず，レストランはルーマニア語かフランス語で全く困
り果てた。おまけに，ルーマニアの食事というのは日木
人のH詩的てとは大分異っていて，瓶烈に塩辛いか，ピリピ
リして食べられないねスパイスが効いているか，恐ろし
く酢が効いているかいずれかで，ビールは未だ、かつてこ
んなに苦いビールは飲んだ事がないという位苦く，それ
でついつい水を飲んでしまったのがいけなかったようで
ある。翌日から 400Cの高熱と猛烈な胃腸症状を起こし
て，おかげで、せっかく珍しい国に滞在したにも拘らずほ
とんどどこにも行かずじまいとなった。胃腸症状は，日
本人のグノレープは軽重の差はあれ，かなりの人が起こし
たし，会場で話をした外国人も同じ事を言っていて，学
会出席者は皆多少とも苦労したようである。そんなわけ
で，プカレストの街と，周辺を観光パスで、見た程度なの
だが，印象的だったのは，街には古い大きな建物が並ん
でいて，いわゆる高層ビルといったものはほとんどみら
れず，樹木も多いので，そのせいかちょっと街へ出ても
異国情緒を感じさせられた事で・ある。この悶は，北部の
山岳地;:1¥:と南部で人々の生活様式も気質もひどく異るそ
うである。北部のプJは牧畜に依存して豊かで，南部は農
業に依存して貧しいそうであるが， “家の博物館"に出
掛けたら，南部の貧しい家の屋根は白木の農・村の茅ぶき
屋根にそっくりなのに驚いた。教会の建物は，いずれも
古いもので，美しかった。教会の中には聖者の骨という
のがふたを開けた一長い棺にそのまま祭られていて，教会
を訪れた土地の人々は，その前で‘長い事祈っているが，
最後には必ず生きている身近な人にでも対するようにそ
の骨の上に深くかがみ込んでいくのを見て，日木人とは
民族性というか，宗教観というか，ずい分異なるものだ
と驚かされた。
以上大変散漫な報告になってしまったが，最後に学会
の secretaryをつとめた Dr.Onicescuにはるか日本
から心から感謝の意を表したいと思う。彼女は，組織
細胞学教室の教授で，学会の secretaryとして，大変活
躍されていたのだった。私は団体と離れて一人で空港に
行くためホテルのロピーでまごまごしていたところ，ち
ょうど Dr.Caspersonを空港まで送る Dr.Onicescu 
にばったり出会ったのだ'が，博士はそのような忙しい身
にも拘らず，心細そうな私に出会うと，私をも一緒に空
港まで送って下さったのだった。そのため私は面倒な出
国の手続きも楽にすみ，ルーマニアから大変楽しい思い 
/J'Iと共にjまり 1'"さ;Jl，犬ごのである。
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